
奥 む お め お i⑧g⑤~①⑨⑨②⑦) に っ い ぃ て 

奥 む め お [ 本 名 梅 尾 ( む め お ) 、 旧 姓 

和 田 ] は 、 明 治 ②⑧ (①⑧⑨⑤) 年 に 生 ま れ 、 平 

成 ⑨(①⑨⑨⑦) 年 ①0① 歳 で 芒 く な る ま で の 一 

世 紀 の 間 、 戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 の 幾 多 の 激 

動 の 時 代 を 、 暮 ら し に 根 づ い た 女 性 運 動 

家 と し て 生 き 貫 い た 指 導 者 で す 。 

大 正 ⑤(①⑨①⑥) 年 に 日 本 女 子 大 学 校 家 
政 学 部 を 卒 業 後 、 社 会 問 題 、 労 働 間 題 
に 接 近 し 、 女 工 と し て 働 い た こ と も あ り ま す 。 
大 正 ⑧(①⑨①⑨) 年 、 詩 人 奥 柴 一 と 結 婚 し 
一 男 一 女 ( 杏 一 、 紀 伊 ) を も う け ま す 。 大 
正 ⑨(①⑨②0) 年 、 平 塚 ら い て う 、 市 川 房 枝 と | ユ 
と も に 新 婦 人 協 会 の 発 会 式 に お い て 理 | . &N 
事 に 就 任 し 、 女 性 の 政 治 参 加 を 制 限 す 〝 _ bR 
る 沼 安 警 察 法 第 ⑤ 条 の 改 正 に 尽 力 し ま す 。 
そ の 後 、 婦 人 参 政 権 運 動 か ら 離 れ 、 名 も な い 人 々 の 暮 ら し の 中 に あ っ て 、 そ の 要 
望 を 引 き 出 し 、 政 治 的 覚 醒 を 促 す た め の 運 動 を 展 開 し て い き ま す 。 

大 正 ⑫(①⑨②③) 年 に 職 業 婦 人 社 を 総 成 し 、 機 関 誌 [ 職 業 婦 人 』 を 刊 行 し て 

働 く 女 性 た ち の 支 援 に の り だ し ま す 。 さ ら に 、 昭 和 ③(①⑨②⑧) 年 婦 人 消 費 組 合 協 
会 、 暇 和 ⑤(①⑨③0) 年 婦 人 セ ッ ル メ ン ト 、 昭 和 ⑧(①⑨③③) 年 働 く 婦 人 の 家 を 設 立 し 、 

働 く 女 性 と 無 産 階 級 の 女 性 に 対 し て 、 託 児 所 、 夜 学 、 産 児 制 限 の 指 導 な ど を 行 
い ま し た 。 

戦 時 中 は 、 婦 人 国 策 委 員 と し て 公 職 に 従 事 し 、 生 活 の 合 理 化 ・ 共 同 化 、 女 性 

の 地 位 向 上 を 図 り 0 ま す が 、 戦 時 動 員 体 制 の も と で 、 奥 の 主 張 は 意 図 し な い 形 で 

実 現 化 の 一 歩 を 踏 み 出 す こ と に な り ま し た 。 

戦 後 は 、 戦 前 ・ 戦 中 を 通 じ て 論 じ 継 承 し て き た 理 念 や 活 動 を 発 展 き さ せ 、 昭 和 
②②(①⑨④⑦) 年 最 初 の 参 議 院 議 員 選 挙 に ` 台 所 と 政 治 の 直 結 」] を 訴 え て 当 選 し ま 
し た 。 参 議 院 議 員 活 動 (③ 期 ) の 傍 ら 、 暇 和 ②③(①⑨④⑧) 年 に 主 婦 連 合 会 、 昭 和 ③①(①⑨⑤⑥) 

年 主 婦 会 館 を 設 立 し 、 女 性 を 消 費 者 と し て 自 覚 さ せ 、 消 費 者 運 動 を 展 開 し ま し た 。 


